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d研究会報告[>

ESRF トポグラフィ ・ ワ ー クショップ

参加報告

北海道点字工学部 本堂武夫

ESRF (欧州敏射光弛，&) 主催のワークショッ

プ“Synchrotron rad僘lion topography: Pro・

senl Achievement and Prospects al Lhc ESR 

F"か. 8 月 2. 3 日の 2 F1間グルノーブル(フ

ランス}で開他された内 ESRFにおけるトポグラ

フ ・ ビームラインに関する討論を日的とする会議

であ勺たが，同時に各国の現況と今後の計両につ

いて報告かあった。 出席古は.ヨーロゾパを中心

に約.10名で， 日本からは. 岩崎(KE I( ).人・問(KE

K ) と本堂(北大〉の 3 名が1$加した。

l F1円は. Miller(ESRF'.フランス〉による ES

RFの佳設状況・ビームラインJ 1-画等のー舵的説

明の後. Tanner(Durham大.イギリス)によ勺

て.ESRF トポグラフィの新たな可能性が紹介さ

れたの続いて各|可の放射光砲設で行われている品

近の研究と今後の計画の紹介が以下の順で行われ

た。

Hamburg(Toumi). Orsay(George.Capellc). 

Daresbury(Tnnncl') .US八(Bo\Vo川 .Japan

(Hondoh.I wasaki)。 会議の性路上.研究の内

容紹介よりもむしろ装置 ・ 子法がまであり，さら

に強hな線甑で何ができるかという点か参加者の

興味の中心であった】 。言語は多岐に渡っており.

ζ こでは特融的な点だけを要がTする ，

動的観察については.欧米各国では依然として

フィルムおよび乾板が主として用いられているの

に較べて， 日本(PF)ではX拙TVが宵効に使わ

れているという印象を強くした。 特に. ftl jff:佐務

(�:H K) らによって附発された高感度サチコン管

( X線HARP) は各国の注目を1品めた 臨かに.

(tl:侭は画{慢の鮮明さ ・ 大面積を荷分解能で服影で

きる等々の利点を持勺ているが.TVの持つりア

ルタ f ム性は非常に大きなメリッ トであり.胸像

データの後処周の容易さを考えると，今後ますま

すその司要度を地すと予思される しかし ESR

F トポクラフィに刻しでもTV (サチコン管) の

導入に消向的な忠見が多かqたのは.世外であ っ た。

その恕由の第 l か， 価格がIZ過き'るということで

あ った。・官官・は， X綿l'Vの有用性を強調すると共

に.結要地が品質の向上と価格の低下をむたらす

ことをつけJmえておいたc む勺とitい現象を撮影

する方法として噌靴射光のパルス性を判JIJするス

ト ロホ ・ トポグラフィかあり.表面弾性波や水品

販品)J 子の恥動モー ド可がDnrcshlJ ry , 11am burg 

で揃影されている 日本ではまだ試みられていな

いか，今後呪要度を増す分野であろう また.未

だどζの国でも行われていないが. 共明磁気倣乱

トポグラフィおよひ円，~~を利用する磁気ヘリカ

ル・ドメイン構造の観察が新しい話題として注目

されていた

政府光トポグラフィのもう 一方の六きなj成果で

ある平面波トポグラフィについては.各同がJ及

していたが. PFにおける石川〈東大) らによる

研究が群を抜いていた。 ESRF等の大型X線光都、

では， さらに精密なX線光学系による種々の実験

か'11-i明されており， PFの成功例か大いに役立つと

--12-



放射光第 3 巻第 4 号 (1990年)

感じた。ここでも，筆者はX線TVの有用性を強

調した。光学系のセッティングの効率化のためば

かりでなく， リアルタイム観察はこの分野でも有

力な観察・測定手法となり得ると考えている。

各国の提案の中で Tannerが結晶評価の新た

な手法として，散乱ラジオグラフィを取り入れる

べきことを述べたのが目を引いた。これは，近浦

(九工大)らによって開発された方法であり，実

用材料の評価法として， もっと広範囲に利用され

て然るべき方法である。もちろん， 日本の計画案

の中でこれを紹介したが ESRFでもこれを検討

していることは， この方法の普及には朗報であろ

つ。

2 日目は， Round table: The topography 

beam line と題して， ESRFのスタッフが，イン

サーション・デ、バイス，モノクロメータ，検出器

等々について個別に説明した後，討論が行われた。

最も重要な点は， トポグラフィ・ビームラインの

光源として何を選ぶかという点である。アンジュ

レータの場合，スペクトルの空間分布がトポグラ
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フィには不利であることが懸念され， MPWでは

熱負荷・コンプトン散乱対策に不安がある。日本

のSPring- 8 計画の策定でも同じ問題に直面し

ており，先行しているESRFの検討に興味を持っ

ていたが， ESRFでも現時点では決めかねるとい

うのが実情であった。今まで経験したことのない

高輝度・高エネルギーのX線をどう使いこなすか，

夢も多いが検討すべき課題も多いというのが，多

くの参加者の感想、であった。特に長尺ビームライ

ンによる高空間分解能トポグラフィの実現に関し

ては，強い要求はあるが技術的に難し過ぎるとい

う意見が多かった。 ESRF トポグラフィグループ

は400mの長尺ビーム・ラインを要求している

が，当面は実験ホール内に約70mのビームライン

を立上げる予定とのことであった。 SPing- 8 で

は最長1000mのビームラインが検討されている

が，夢を現実のものとするためには十分な準備研

究が不可欠であろう。最後にこのワークショップ

の企画・運営に尽力されたBaruchel博士(ILL)

に敬意と感謝の意を表します。
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